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【科目】科学英語A
【科目分類】 一般科目 【選択・必修の別】 選択必修 【学期・単位数】前期・1単位
【対象学科・専攻】 生産システム,環境  2年
【担当教員】 八鳥　吉明

【授業目標】
□　基本的な英単語・英熟語ならびに理工系専門用語を理解できる。
□　英文法ならびに英語構文の重要事項を理解できる。
□　上記項目の理解に基づきながら、理工系英文を読み、内容を理解することができる。
□　英文を音読することができる。
□　音声から基本的な理工系英語表現の内容を理解することができる。

【教育方針・授業概要】
※ 本科目は学修単位科目であり、授業時間30時間に加えて、自学自習時間60時間が必要である。
１．語彙・・・・・英語力強化のために語彙力の増強を促進する。
２．英文法・・・・英文法の重要事項を確認する。
３．英文読解・・・単語・熟語・英文法の知識を有機的に結び付けて英文を読む訓練を行う。
４．発音・音読・・英単語の発音に注意を払い、英文の音読訓練を行なう。
５．リスニング・・音声から英語を理解する訓練を行う。
◎ 上記項目をおさえながら、科学英語の総合的運用能力の基礎を築く。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：Getting to Know Engineering Genres エンジニアのための総合英語：村尾純子他：三修社：9784384334456
※ 授業では、独自に編集したプリント教材を使用する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：座学
使用機器：CDプレーヤー

【メッセージ】
専攻科の英語学習では、自律的・主体的学習が何よりも重要です。

【事前に行う準備学習】
授業毎に、次回の授業までに準備しておくべきことを具体的に指示するので、予習してきて下さい。

【成績評価方法】
[前期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 単語や熟語、理工系専門用語の意味を確認しつつ、文のかたち(文 75 % 2回の試験で60％の評価に対応させる。

法や構文)にも注意を向けながら、理工系英文を読み、内容を理解 提出レポートの内容で15％の評価を行なう。

することができる。

2 教科書の英文を音読し、基本的な理工系英語表現の内容を聴き取る 25 % 2回の試験で20％の評価に対応させる。

ことができる。 提出レポートの内容で5％の評価を行なう。

【本校の学習・教育目標】
◎(E-3) 母国語以外の外国語で自己の考えを伝える基礎的能力を獲得する

【JABEE評価】
(f) 日本語による論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュ

ニケーション基礎能力
【授業計画】（科学英語A）

回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第1回 Ⅰ．イントロダクション Ⅰ．授業のガイダンス 課題(＝宿題)と 英文読解と

Ⅱ．Chapter 1 Ⅱ．Pendulum device to reduce swaying of 演習結果の提出 問題演習

    skyscrapers during quakes

第2回～第7回 Chapter 1 ～ Chapter 5 ・Pendulum device to reduce swaying of 課題(＝宿題)と 英文読解と

  skyscrapers during quakes 演習結果の提出 問題演習

・Experiment lets man use his mind to control 

  another person's movements

・Researchers create‘bionic ear'

・Ultra minicars take to public roads

・Japan, overseas firms battle over wearable 

  tech business

第8回 中間試験 既習の学習事項の確認

第9回～第15回 Chapter 6 ・New surgical knife can detect cancer instantly 課題(＝宿題)と 英文読解と

Chapter 8 ～ Chapter 11 ・Deep secrets of maglev Shinkansen emerging 演習結果の提出 問題演習

・A new palm vein ID system creates codes for 

  multiple services

・ISO to adopt Japan-led safety criteria for 

  nursing-care robots

・Nissan rolls out self-driving car at 

  Japanese electronics show


